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広
島
市
で
記
念
行
事
開
か
れ
る

「
平
和
」「
自
然
保
護
」
も
大
き
な
テ
ー
マ
に

労
山
も
加
盟
す
る
「
ア
ジ

ア
山
岳
連
盟
」（
略
称
Ｕ
Ａ
Ａ

Ａ
）
の
総
会
、
お
よ
び
創
立

周
年
記
念
式
典
を
含
む

20「
広
島
山
岳
平
和
祭
」
が
11

月

日
～

日
に
広
島
市
で

22

25

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
一
連

の
日
程
は
別
表
参
照
）

「
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
」
に

は
、

の
国
と
地
域
、

団

13

16

体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
日
本
、
韓
国
、
中
国
、

台
湾
、
香
港
、
モ
ン
ゴ
ル
、

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー

ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン

の

カ
国
・
地
域
と
、
シ
ン

10
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
ま

し
た
。
日
本
か
ら
は
、
加
盟

団
体
の
日
本
勤
労
者
山
岳
連

盟
、
日
本
山
岳
協
会
の
他

に
、
日
本
山
岳
会
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
‐

Ｊ
も
参
加
し
ま
し
た
。

広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
意

義
、
お
よ
び
「
山
岳
平
和
祭
」

の
趣
旨
は
、
こ
の
中
心
と
な

っ
た
日
山
協
の
呼
び
か
け
文

（
右
下
に
掲
載
）
の
と
お
り

で
す
。

こ
の
催
し
に
労
山
か
ら

は
、
浦
添
理
事
長
、
花
村
副

理
事
長
な
ど
全
国
連
盟
４

名
、
安
達
理
事
長
な
ど
広
島

県
連
５
名
が
参
加
し
、

日
24

の
宮
島
・
弥
山
（
み
せ
ん
）

交
流
登
山
に
は
広
島
県
連
の

会
員
も
参
加
し
、
も
み
じ
谷

コ
ー
ス
を
案
内
し
ま
し
た
。

日
午
後
に
開
か
れ
た

23
「
国
際
山
岳
自
然
保
護
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
は
、
山
岳
７
団
体

環
境
連
絡
会
が
主
管
団
体
で

し
た
が
、
代
表
し
て
労
山
が

運
営
を
担
当
し
、
浦
添
理
事

長
が
あ
い
さ
つ
、
花
村
副
理

事
長
が
司
会
を
し
ま
し
た
。

報
告
は
日
本
の
各
団
体
も
含

め
、
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
３
0
0
名
を
超

え
る
参
加
者
は
、
最
後
ま
で

席
を
立
つ
こ
と
な
く
聞
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

台
湾
（
中
華
民
国
健
行
登
山

会
）
か
ら
は
、「
日
本
の
労
山

の
作
成
し
た
『
自
然
保
護
憲

章
』
を
参
考
に
、
そ
の
台
湾

版
を
作
っ
て
自
然
保
護
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
総
会

に
は

名
以
上
が
出
席
。
労

50

山
は
登
山
学
校
な
ど
の
安
全

教
育
、

年
以
上
継
続
し
て

40

い
る
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
、
山

岳
で
の
放
射
線
量
測
定
活
動

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
総

会
は
「
広
島
宣
言
」
を
採
択

し
て
終
了
し
ま
し
た
。
次
回

総
会
は
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

アジア山岳連盟（UnionofAsianAlpine
Associations＝ＵＡＡＡ）は、1994年11月に韓
国・ソウル市で結成された。他に世界的な山岳
組織として、1932年創立の国際山岳連盟（ＵＩ
ＡＡ）がある。しかし、この組織ではヨーロッパ
各国の発言力が強く、アジアの意向が反映され
にくかった。会議もほとんどヨーロッパで開催
のため、アジアからは費用負担も大きかった。
このため、日本山岳協会の提唱がアジア各国に
支持されて、独自の組織結成に至った。日本か
らは労山と日本山岳協会の２団体が加盟して
いる。会長国は日本からネパールに、現在は韓
国に移っている。労山は総会と理事国会議に毎
回出席し、各国山岳団体と親交を深めている。

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

広島山岳平和祭の日程
●11/22（土）午後
労山を除く日本山岳
協会、日本山岳会、Ｈ
ＡＴ-Ｊ各団体ごとの
自然保護会議
●11/23（日）午前 平
和祈願祭（平和祈念公
園） 午後 国際山岳
自然保護フォーラム
●11/24（振替休日）
宮島・弥山交流登山
●11/25（火）
ＵＡＡＡ第20回総会

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

「広島山岳平和祭」の
開催趣旨（日本山岳協会）
日本では、アジア山岳連盟

の会議は、松本市で開催され
たことがあります（２００１年）。そ
の際、海外からの参加者の多く
が、平和都市、広島市に寄って
帰られました。日本で次の会
議を開くなら、広島市で開催し
て欲しいという要望が強く、
2011年の集会（ネパール）で、
広島市での「総会」開催が全会
一致で決定されました。
日本では、とかく忘れがちで

すが、「登山」をするには、「平
和」と、その先にある「安全・安
心」とが必要です。海外では、
国際登山隊のベースキャンプ
への、武装集団による襲撃テロ
事件が発生するなど、「安全」
で「安心」して登山できない地
域があります。アジア各国の登
山者からの、こうした強い思い
を受け、日本山岳協会は「広島
山岳平和祭」を開催することと
しました。

アジア山岳連盟の20年
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各国からの参加者と宮島・弥山をハイキング 中央
の旗の右に川嶋事務局長、下右に浦添理事長

熱心に聞くフォーラムの参加者

英語で司会する花村副理事長（左）

恒
例

北
海
道
登
研
集
会

多
数
の
参
加
者
が
盛
り
上
げ
る

次
世
代
の
育
成
め
ざ
し

九
州
登
山
学
校
を
開
設

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
将
来

を
担
う
次
世
代
育
成
の
た

め
、「
九
州
登
山
学
校
」
を
２

０
１
４
年
9
月

～

日
に

27

28

「
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の

家
」
で
開
催
し
5
県
連

会
20

か
ら

名
（
講
師
を
含
む
）

58

が
参
加
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
初
日
が
机
上
講

習
。
九
州
の
登
山
の
歴
史
や

労
山
の
歩
み
、
そ
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
趣
意
書
」、
登
山

の
運
動
生
理
学
、
労
山
の
活

動
と
現
状
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
二
日
目
は
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ジ
ム
に
場
を
移
し
、
最
新

の
確
保
技
術
を
実
技
指
導
し

ま
し
た
。

や
や
盛
り
沢
山
で
時
間
に

追
わ
れ
、
硬
い
話
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、

名
の
募
集

40

枠
を
大
き
く
超
え
る
参
加
者

が
集
ま
っ
て
、
熱
心
に
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。

「
北
海
道
登
山
研
究
集
会
」

は
、
北
海
道
連
盟
が
毎
年
開

催
す
る
恒
例
行
事
で
す
が
、

2
0
1
4
年
も

月
８
日
～

11

９
日
に
札
幌
市
・
道
民
活
動

セ
ン
タ
ー
「
か
で
る
２
・
７
」

で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
は
午
後
６
時
半
か
ら

川
嶋
・
全
国
連
盟
事
務
局
長

の
記
念
講
演
、
二
日
目
は
朝

か
ら
午
後
2
時
過
ぎ
ま
で
4

テ
ー
マ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
討
論
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
初
日

名
、
二
日
目

１０２

１84

名
。
若
い
会
員
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

記念講演を聞く参加者

予定を超える参加者で、会場は盛り上がった

労
山
山
口
県
連
は
、
昨
年

６
月

日
、
山
口
市
に
あ
る

22

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
講

堂
で
、
山
岳
写
真
家
で
労
山

顧
問
の
白
旗
史
朗
氏
（

）
81

を
招
き
、
公
開
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
労
山
会
員
47

名
、
一
般

名
の
計

名
で

95

１４２

し
た
。

白
旗
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ

は

～

㎏
に
も
な
る
写
真

70

80

機
材
を
自
ら
担
ぎ
あ
げ
山
に

入
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
で
は
な

く
、
情
報
量
が
豊
か
で
画
像

が
美
し
い
フ
ィ
ル
ム
写
真
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。「
撮
っ

た
中
で
一
番
良
い
写
真
は

会場からの質問にもにこやか
に回答する白籏さん

？
」
と
の

質
問
に

「
こ
れ
か

ら
撮
る
写

真
」
と
回

答
す
る
な

ど
、
ま
だ

意
欲
は
満

々
で
し

た
。

山口県連
公開講座に142名

白籏史郎氏
招き

元元
気
な
労
山

北
で
も
南
で

元
気
な
労
山

北
で
も
南
で
もも

ア
ジ
ア
山
岳
連
盟

創
立
か
ら

ア
ジ
ア
山
岳
連
盟

創
立
か
ら

年年
2020
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昨
今
の
重
大
事
故（
死
亡
事
故
を
含
む
）

の
特
徴
と
今
後
の
課
題

2
0
1
4
年
9
月
1
6
日

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

遭
難
対
策
部

労
山
会
員
の
死
亡
な
ど
、
重

大
な
事
故
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
昨
年
２
０
１
４
年
も
、
10

名
の
仲
間
が
山
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
う

け
、
全
国
連
盟
遭
対
部
は
２
０

１
４
年
９
月
に
文
書
を
公
表

し
、
注
意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

で
そ
の
文
書
を
簡
略
化
し
、
ま

た
、
表
現
を
一
部
わ
か
り
や
す

く
手
直
し
し
て
、
ご
紹
介
し
ま

す
。

★

★

★

全
国
遭
対
部
は
全
国
遭
対
担

当
者
会
議（
２
０
１
４
年
７
月
）

を
踏
ま
え
て
、
当
面
す
る
遭
対

活
動
の
課
題
を
ま
と
め
た
。
遭

難
・
事
故
の
内
容
や
件
数
が
各

県
連
で
差
異
が
あ
る
よ
う
に
、

各
県
連
の
遭
対
活
動
に
も
当
然

差
異
が
生
ず
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
内
容
が
遭
対
活
動
全

般
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
特

に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
講

習
会
や
教
育
制
度
を
持
ち
実
践

す
る
か
は
各
地
方
連
盟
や
各
会

が
判
断
し
、
そ
の
活
動
に
は
創

意
と
工
夫
が
望
ま
れ
る
。

１
、
計
画
書
段
階
で
の

問
題
点

山
行
計
画
書
は
そ
の
山
行
の

図
上
で
の
実
践
で
あ
る
。
参
加

者
が
緻
密
な
山
行
計
画
を
練
る

こ
と
は
、
誰
も
が
で
き
る
登
山

の
安
全
管
理
で
あ
る
。
遭
対
活

動
の
入
り
口
と
も
い
え
る
。
早

期
の
計
画
書
の
作
成
は
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
諸
準
備
を

行
え
る
保
障
で
も
あ
る
。

パ
ー
テ
イ
全
員
3
名
が
死
亡

し
た
２
０
１
４
年
3
月
の
鳥
取

県
大
山
事
故
は
、
計
画
が
事
前

に
「
登
山
本
部
」
の
人
に
知
ら

さ
れ
ず
、
教
育
遭
対
部
長
へ
の

計
画
書
提
出
も
登
山
前
日
の
夜

だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
救
助
活

動
の
遅
れ
を
招
い
た
。
ま
た
、

エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト
の
記
載
が

な
い
な
ど
、
到
底
、
残
雪
期
の

山
に
入
る
内
容
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
こ
の
計
画
書
か
ら
推
察

す
る
と
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
は
雪

洞
作
り
な
ど
の
「
雪
上
技
術
」

を
き
ち
ん
と
修
得
し
て
い
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

２
０
１
３
年

月
、
北
海
道

12

・
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
で
の

低
体
温
症
に
よ
る

歳
女
性
の

59

死
亡
事
故
に
つ
い
て
、「
手
術

後
だ
と
知
っ
て
い
て
同
行
を
承

認
し
た
の
か
」
と
い
う
聞
き
取

り
調
査
に
対
し
て
「
術
後
１
ケ

月
く
ら
い
だ
が
看
護
師
で
も
あ

り
、
経
験
豊
か
な
本
人
が
行
け

る
と
判
断
し
た
か
ら
、
拒
否
は

し
な
か
っ
た
」と
答
え
て
い
る
。

列
記
す
れ
ば
き
り
が
な
い

が
、
こ
こ
数
年
の
重
大
事
故
の

背
景
に
「
計
画
書
段
階
で
の
綿

密
な
検
討
」
が
欠
け
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
山
行
参
加
者
の
体

力
や
経
験
の
冷
静
な
判
断
と
事

前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
装
備
の

準
備
の
徹
底
な
ど
、
ひ
と
つ
で

も
キ
チ
ン
と
実
施
さ
れ
て
お
れ

ば
失
わ
ず
に
済
ん
だ
命
が
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。

２
、
山
行
中
の
判
断
の

誤
り
に
よ
る
事
故

2
0
0
9
年
の
ト
ム
ラ
ウ
シ

事
故
の
あ
と
、
全
国
遭
対
部
は

項
目
に
わ
た
る
「
安
全
登
山

10マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
行
し
た
。

そ
の
中
で
従
来
、
強
調
さ
れ
な

か
っ
た
「
低
体
温
症
」
に
つ
い

て
も
詳
述
し
、
そ
の
危
険
性
と

早
期
の
症
状
の
判
断
の
重
要
性

を
指
摘
し
た
。
食
糧
や
装
備
等

に
つ
い
て
は
良
く
準
備
さ
れ
が

ち
だ
が
、「
低
体
温
症
」
の
認
識

に
つ
い
て
は
ま
だ
不
十
分
な
状

況
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
何
と
か
な
る
」
と
か
「
す
で

に
低
体
温
症
を
発
症
」
し
て
い

る
の
に
看
過
し
て
重
大
事
故
と

な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。

2
0
1
2
年
5
月
の
福
岡
・

涸
沢
岳
事
故
で
は
「
涸
沢
出
発

時
に
は
青
空
も
見
え
た
が
、
12

時
頃
か
ら
冬
の
天
候
と
な
る
」

と
報
告
書
は
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
は
典
型
的
な
春
山
の
「
擬
似

晴
天
」
で
、
大
山
事
故
で
も
同

様
の
気
象
状
況
で
あ
っ
た
。
10

時
頃
か
ら
は
ガ
ス
も
出
て
、
登

山
道
を
間
違
え
て

分
も
ロ
ス

40

し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
引
き

返
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

2
0
1
3
年
2
月
の
八
ケ
岳

石
尊
稜
で
の
神
奈
川
・

歳
女

41

性
の
死
亡
事
故
で
は
、
中
間
点

付
近
で
女
性
は
「
ロ
ー
プ
を
確

保
器
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
ほ
ど
で
、
リ
ー
ド
が
ロ
ー

プ
を
入
れ
て
や
る
と
い
う
状
態

だ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
女
性
は

す
で
に
「
低
体
温
症
を
発
症
し

て
い
る
」
と
判
断
す
べ
き
で
、

そ
の
ま
ま
登
攀
を
続
け
ず
に
下

降
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

山
行
中
の
判
断
に
つ
い
て
、

京
都
府
連
盟
・
２
０
１
２
年
12

月
富
士
山
事
故
の
報
告
書
で
も

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
6
名
パ
ー

テ
イ
の
う
ち
「
経
験
が
あ
り
、

リ
ー
ダ
ー
的
な
メ
ン
バ
ー
」
は

3
名
で
、
そ
の
内
2
名
が
体
調

不
良
で
リ
タ
イ
ヤ
ー
し
て
い

る
。
残
り
4
名
の
う
ち
3
名
は

初
級
者
で
当
然
、
富
士
山
の
経

験
も
な
か
っ
た
。
報
告
書
で
は

「
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
最
大

の
要
因
は
…
…
2
名
が
リ
タ
イ

ヤ
ー
し
た
の
に
山
行
を
中
止
し

な
か
っ
た
こ
と
だ
」
と
記
述
し

て
い
る
。

重
大
事
故
は
山
行
中
の
判
断

ミ
ス
に
よ
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。「
あ
そ
こ
で
引
き
返
し
た

ら
、
あ
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
あ

の
時
、
処
置
し
て
お
れ
ば
」
な

ど
「
た
ら
」「
れ
ば
」
で
は
事
故

は
無
く
な
ら
な
い
こ
と
を
銘
記

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３
、
岩
で
の
事
故の

特
徴

懸
垂
下
降
の
事
故
は
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
基
本
を
守
る
こ
と
で

避
け
ら
れ
る
。

毎
年
懸
垂
下
降
で
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
２
０
1

3
年
、
1
4
年
の
懸
垂
下
降
事

故
は
い
ず
れ
も
ロ
ー
プ
か
ら
下

降
器
が
抜
け
た
も
の
で
あ
っ

た
。
前
者
は
粉
砕
骨
折
等
で
助

か
っ
た
が
、
後
者
は
死
亡
し

た
。
同
様
の
事
故
は
昨
年
、
老

練
な
プ
ロ
ガ
イ
ド
も
長
野
県
の

小
川
山
で
起
こ
し
、
死
亡
し
て

い
る
。

ロ
ー
プ
か
ら
下
降
器
が
抜
け

る
原
因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ

る
が
、
今
回
の
事
故
で
は
原
則

通
り
、
ロ
ー
プ
の
末
端
処
理
を

行
え
ば
墜
落
に
至
る
事
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
振
り
分
け
ら
れ

た
両
方
の
ロ
ー
プ
が
抜
重
ポ
イ

ン
ト
に
届
い
て
い
る
事
の
確
認

は
必
須
事
項
で
あ
る
。
懸
垂
に

よ
る
事
故
は
こ
の
よ
う
な
基
本

を
し
っ
か
り
守
る
事
で
、
大
部

分
の
危
険
は
避
け
ら
れ
る
。

４
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・

病
気
で
の
事
故

全
国
遭
対
部
は
専
門
医
の
協

力
を
得
て
、「
脳
疾
患
･
心
疾

患
」
の
「
症
状
と
対
応
」
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン
フ

を
発
行
し
た
。
こ
こ
数
年
の
登

山
中
の
病
気
に
よ
る
死
亡
事
故

は
毎
年
発
生
し
て
い
る
。
各
会

で
の
持
病
の
調
査
や
「
脳
疾
患

･
心
疾
患
」
の
知
識
の
普
及
に

取
り
組
む
こ
と
は
同
種
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
で
の
重
大
事
故

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
病
気
に

よ
る
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

歳
代
、

歳
代
が

60

70

中
心
の
ハ
イ
カ
ー
層
、
持
病
の

申
告
と
管
理
、
時
間
的
に
余
裕

の
あ
る
登
山
計
画
な
ど
が
安
全

な
ハ
イ
キ
ン
グ
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。

５
、
事
故
報
告
書
の

真
摯
な
作
成
を

「
何
故
そ
の
事
故
は
起
き
た

の
か
」
と
い
う
真
摯
な
事
故
原

因
の
究
明
と
、
そ
の
内
容
を
全

国
の
仲
間
が
共
有
す
る
こ
と
で

同
種
の
事
故
は
防
げ
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
の
厳
密
な
収
集
、
事

故
の
軽
重
に
関
係
の
な
い
事
故

原
因
の
究
明
が
重
要
で
あ
る
。

「
繰
り
返
し
講
習
会
等
で
安

全
登
山
に
つ
い
て
の
知
識
と
技

術
を
教
え
る
こ
と
。
多
く
の
仲

間
に
事
故
の
実
態
を
知
ら
せ
る

こ
と
」
が
遭
難
対
策
の
基
本
で

あ
る
と
言
え
る
。
同
時
に
事
故

の
当
該
会
、
地
方
連
盟
が
真
摯

で
徹
底
し
た
事
故
原
因
の
究
明

を
行
う
こ
と
も
同
様
の
事
故
を

無
く
す
大
き
な
力
と
な
る
と
考

え
る
。

第

回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交

19

流
集
会
が
、
２
０
１
４
年
9
月

日
～

日
に
、
岐
阜
市
の
長

27

２８

良
川
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
開
か

れ
ま
し
た
。
主
管
は
岐
阜
県
連

で
す
。
参
加
者
は
初
日
の
全
体

会
・
分
散
会
に

地
方
連
盟

15

86

名
、
2
日
目
の
交
流
ハ
イ
キ
ン

グ
に
は
3
コ
ー
ス
合
計
で
1
0

0
名
、
両
日
の
参
加
者
総
数
は

1
1
4
名
で
し
た
。

今
回
は
室
内
で
の
討
論
を
初

日
だ
け
と
し
、
2
日
目
は
思
い

切
っ
て
、
朝
か
ら
近
郊
の
山
で

交
流
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。分

散
会
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
活
動

や
当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

情
報
交
流
を
し
ま
し
た
。
各
会

の
企
画
の
立
て
方
や
リ
ー
ダ
ー

確
保
、
深
刻
と
な
り
つ
つ
あ
る

高
齢
化
対
策
、
会
員
拡
大
の
取

り
組
み
、
な
ど
多
方
面
の
意
見

が
交
換
さ
れ
、
ま
た
、
あ
る
Ｈ

Ｃ
か
ら
労
山
脱
退
が
表
明
さ
れ

た
と
の
報
告
が
あ
り
、
会
員
に

労
山
の
意
義
を
ど
う
理
解
し
て

も
ら
う
か
も
論
議
し
ま
し
た
。

集
会
初
日
に
は
、
御
嶽
山
が

突
然
の
噴
火
。
誰
か
入
山
し
て

は
い
な
い
か
と
、
会
場
か
ら
連

絡
を
と
り
あ
い
、
確
認
す
る
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
天
気
も
上
々
。
会

場
か
ら
歩
い
て
行
け
る
金
華
山

（
頂
上
に
岐
阜
城
が
あ
る
）や
、

百
々
ヶ
峰
（
ど
ど
が
み
ね
）
な

ど
に
分
か
れ
、
岐
阜
市
街
地
の

眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第

回
全
国
登
山
者
自
然
保

17

護
集
会
が

月

～

日
に
、

10

11

12

静
岡
県
島
田
市
山
村
都
市
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

都
17

府
県
か
ら

名
が
参
加
し
ま
し

89

た
。
主
管
は
静
岡
県
連
で
し

た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
南

ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
を
貫
く
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
」。
記
念
講

演
は
、
静
岡
大
学
名
誉
教
授
の

和
田
秀
樹
氏
に
「
南
ア
ル
プ
ス

リ
ニ
ア
線
、
大
地
下
ト
ン
ネ
ル

の
環
境
影
響
評
価
」
と
題
し
て

お
願
い
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
は
南
ア
ル
プ

ス
の
地
下
を

㎞
の
ト
ン
ネ
ル

25

で
貫
く
も
の
で
、
水
源
の
枯
渇

や
水
生
生
物
、
動
植
物
な
ど
山

岳
自
然
の
生
態
系
や
自
然
景
観

を
も
破
壊
し
か
ね
な
い
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
へ
の
関
心
は
高
く
、
集
会
に

は
日
本
山
岳
会
会
員
や
島
田
市

の
市
議
会
議
員
、
毎
日
新
聞
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
記
者
な
ど
も

参
加
し
、
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
声
を
反
映
し
て
、

集
会
は
最
後
に
「
リ
ニ
ア
新
幹

線
計
画
の
凍
結
を
求
め
る
ア
ピ

ー
ル
」
を
採
択
し
、
終
了
し
ま

し
た
。

二日目の交流ハイキングで、長良川の橋を渡る
背後に見える山が百々ヶ峰（どどがみね417ｍ）

記念講演する和田名誉教授

「脳疾患・心疾患」200円 「安全登山マニュアル」100円
郵送でお届けします（送料別）申込は全国連盟事務局へ

岐
阜
市
で
１
１
４
名
が
集
う

全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会

リニア新幹線は
南アルプスに何をもたらす？
全国登山者自然保護集会
ー静岡県 島田市で開催ー

2
0
1
5
労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
に

誤
植
が
あ
り
ま
し
た

皆
様
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま
し
た
2
0
1
5
年
労

山
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
が
、
9
月

日
と

日
の
数
字
が
入
れ

15

16

違
っ
て
い
ま
し
た
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
訂
正
シ
ー
ル
は

各
会
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
の
会
は
、
全
国
連
盟

事
務
局
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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w
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変
化
す
る
国
土
地
理
院
の
地
図

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
形
図
ゲ
ッ
ト
！

自
宅
で
い
つ
で
も
地
図
が
手
に
入
る

●
順
次
、
多
色
刷
化
す
る

2
万
５
千
分
の
１
地
形
図

登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
地
形

図
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
元

に
な
っ
て
い
る
の
は
国
土
地
理

院
が
作
成
し
て
い
る
地
形
図
で

す
が
、
い
ま
こ
れ
が
装
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

国
土
地
理
院
の
地
形
図
は
、

か
つ
て
は
紙
の
上
に
描
か
れ
た

図
面
で
し
た
が
、
し
ば
ら
く
前

か
ら
デ
ジ
タ
ル
地
図
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
位
置

（
緯
度
経
度
）
や
海
抜
な
ど
数

値
情
報
の
膨
大
な
集
積
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
情
報
を
地
図

と
し
て
表
現
し
た
も
の
が
、
新

し
く
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
書
店
や
登
山
用
品

店
な
ど
で
買
う
こ
と
の
で
き
る

「
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
」

で
す
。
従
来
の
も
の
は
３
色
刷

り
で
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

に
基
づ
い
て
多
色
刷
り
と
な
っ

た
も
の
が
、
２
０
１
３
年
か
ら

毎
月
数
十
図
幅
ず
つ
新
規
発
売

さ
れ
、
２
０
１
５
年
１
月
１
日

現
在
で
全
国
４
４
１
９
面
中
３

３
６
面
が
新
版
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
地
形
に
陰
影
が

つ
け
ら
れ
、
直
感
的
に
凹
凸
が

わ
か
る
の
で
す
が
、
文
字
が
小

さ
く
、
中
高
年
に
は
ち
ょ
っ
と

つ
ら
い
か
な
？
。
価
格
は
旧
版

が
税
込
１
枚
２
７
８
円
、
新
版

が
３
３
９
円
で
す
。

●
「
ウ
ォ
ッ
ち
ず
」
か
ら

「
地
理
院
地
図
」
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
地
図

利
用
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

国
土
地
理
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
さ
れ
て
い
る
地
形
図
が

新
し
く
な
り
、
自
由
に
プ
リ
ン

ト
も
で
き
ま
す
。

こ
の
地
図
閲
覧
サ
イ
ト
は
、

か
つ
て
は
「
ウ
ォ
ッ
ち
ず
」
の

名
称
が
つ
け
ら
れ
、「
電
子
国

土
基
本
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
昨
年
（
２

０
１
４
年
）
４
月
か
ら
は
「
地

理
院
地
図
」
の
名
称
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
元
に
な
っ
て
い
る

デ
ー
タ
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
電

子
国
土
基
本
図
」
と
同
一
で
す

が
、
地
図
の
表
現
様
式
が
大
き

く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
陰
影
付
き
多
色
刷
り

の
「
標
準
地
図
」
と
「
色
が
少

な
く
陰
影
も
な
い「
淡
色
地
図
」

を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
白
黒
の
「
白

地
図
」
や
「
ロ
ー
マ
字
表
記
」

地
図
も
あ
り
ま
す
が
、
２
万
５

千
分
の
１
の
よ
う
な
大
縮
尺
地

図
で
は
、
ま
だ
準
備
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
地
図
記
号
な
ど
全
体

の
表
現
様
式
が
、「
電
子
国
土

基
本
図
」
で
は
い
ろ
い
ろ
と
変

更
さ
れ
ま
し
た
が
、「
地
理
院

地
図
」
で
は
、
元
々
の
「
２
万

５
千
分
の
１
地
形
図
」
に
近
く

か
な
り
戻
さ
れ
ま
し
た
（
表
参

照
）。

●
見
た
い
と
こ
ろ
を
探
す

自
分
が
必
要
と
す
る
場
所
を

探
し
出
す
方
法
は
、
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
従
来
の
「
ウ
ォ

国土地理院ホームページのトップページ
真ん中に「地理院地図」のボタンがある

ので、これをクリックすると「地理院地図」
の初期画面（日本列島を中心にした世界地
図）が表示される。

新旧地図の表現の違い（例示）
電子国土基本図 地理院地図

建物の輪郭 線がなく見づらい 赤色でくっきり
送電線 記載されず 従来通り記載
鉄道線 細い一本線で 従来と同じ表現

分かりづらい
行政境界 色つき太線 従来と同じ表現

（かえって等高線
が見えにくい）

ッ
ち
ず
」
で
は
、
日
本
全
体
の

索
引
図
か
ら
、
自
分
の
見
た
い

場
所
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、「
地
理
院
地
図
」
で

は
、
ま
ず
初
期
画
面
に
日
本
列

島
を
中
心
と
し
た
世
界
地
図
が

示
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
、
左
側
に
あ
る
ス
ラ

イ
ダ
ー
を
使
っ
て
拡
大
し
て
い

き
、
自
分
の
見
た
い
場
所
を
表

示
さ
せ
る
方
式
で
す
。
ち
ょ
う

ど
、「
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
」
と

同
じ
よ
う
な
や
り
方
で
す
。
こ

の
拡
大
・
縮
小
が
た
い
へ
ん
ス

ム
ー
ズ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
縮
尺

で
画
面
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
や
っ
て
み
る
と
、

面
白
い
で
す
よ
。

●
プ
リ
ン
ト
の
仕
方

た
い
へ
ん
便
利
に
な
っ
た
の

が
、
地
図
の
プ
リ
ン
ト
方
法
で

す
。
こ
れ
に
は
３
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

①
地
図
上
に
あ
る
プ
リ
ン
ト
・

ボ
タ
ン
を
使
う

こ
れ
が
一
番
、
手
軽
な
方

法
。
表
示
さ
れ
た
地
図
の
画
面

右
上
に
あ
る
プ
リ
ン
ト
・
ボ
タ

ン
を
押
す
と
、
画
面
が
印
刷
用

画
面
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
用

紙
の
大
き
さ
を
指
定
し
、
印
刷

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法

で
は
周
囲
に
余
白
が
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

②
紙
い
っ
ぱ
い
に
印
刷
す
る
方

法
可
能
な
か
ぎ
り
余
白
を
縮
め

て
印
刷
す
る
方
法
は
、
①
の
印

刷
画
面
の
右
肩
に
あ
る
「
留
意

事
項
」
の
な
か
に
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
場
合

も
、
Ｃ
Ｔ
Ｒ
キ
ー
と「
−
」「
+
」

キ
ー
で
画
面
の
大
き
さ
を
調
節

し
、「
印
刷
プ
レ
ビ
ュ
ー
」
画
面

で
余
白
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

な
ど
、
少
し
手
間
を
か
け
な
い

と
、
思
う
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

③
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
を
使
う

（
後
述
）

こ
う
し
て
プ
リ
ン
ト
し
た
地

図
を
何
枚
か
糊
付
け
し
て
つ
な

ぎ
あ
わ
せ
れ
ば
、
自
分
が
必
要

な
地
図
が
得
ら
れ
ま
す
。

●
磁
北
線
の
表
示
方
法

①
ま
ず
地
図
の
画
面
中
に
ポ

イ
ン
タ
ー
を
置
き
、
右
ク
リ
ッ

ク
す
る
。
②
い
ろ
い
ろ
な
機
能

が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
が

表
示
さ
れ
る
の
で
、「
磁
北
線

の
表
示
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

磁
北
線
が
１
本
引
か
れ
る
。

③
間
隔
を
お
い
て
適
宜
、
数
本

の
磁
北
線
を
引
く
。
④
前
記
の

手
順
で
印
刷
す
る
。

●
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ

を
使
う

以
上
の
よ
う
に
、
国
土
地
理

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
の

ま
ま
印
刷
が
可
能
な
の
で
す

が
、
地
図
閲
覧
ソ
フ
ト
「
カ
シ

ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
を
使
っ
て
印
刷

す
る
の
も
便
利
で
す
。「
カ
シ

ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
は
よ
く
知
ら
れ

た
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ソ
フ
ト
で
す
が
、「
地
理
院

地
図
」
に
対
応
し
た
新
し
い
バ

ー
ジ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
旧
来
の
地
図
形
式

（「
電
子
国
土
基
本
図
」
や
「
２

万
５
千
分
の
１
地
形
図
」）に
対

応
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ソ
フ
ト

は
、
国
土
地
理
院
が
情
報
提
供

を
終
了
す
る
た
め
、
今
年
２
０

１
５
年
７
月

日
以
降
は
使
用

14

で
き
な
く
な
る
と
の
こ
と
で

す
。

地理院地図でみた穂高岳

「
筋
力
を
鍛
え
て
、
い
つ
ま

で
も
山
に
登
ろ
う
」
と
、
全
国

各
地
で
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
の

講
習
会
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
き
ち
ん
と
正
確
に
実

施
し
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
お
薦
め
な
の
が
こ

の
本
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
」
で
す
。

本
の
ペ
ー
ジ
で
も
詳
し
く
解

説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
付
属
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、
こ
の
体
操
の
考
案

者
で
あ
る
石
田
良
恵
先
生
（
労

山
全
国
女
性
委
員
）
が
肉
声
で

て
い
ね
い
に
解
説
。
モ
デ
ル
の

女
性
が
実
演
し
て
い
て
、
目
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
。

出
版
元
は
「
桐
書
房
」
で
、

一
般
書
店
で
も
購
入
で
き
ま
す

が
、
労
山
で
は
会
員
の
皆
様
に

税
込
１
冊
１
６
２
０
円
の
と
こ

ろ
１
２
０
０
円
で
お
分
け
し
て

い
ま
す
。

冊
以
上
ま
と
め
て

20

ご
注
文
い
た
だ
け
ば
、
１
冊
１

１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
送
料

は
別
で
す
が
、
１
冊
な
ら
80

円
、
２
冊

円
、
３
冊
以
上
の

120

場
合
も
実
費
を
い
た
だ
き
ま

す
。ご

注
文
は
全
国
連
盟
事
務
局

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
。
必
ず

「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
」
と
お
書
き
下

さ
い
。

大
人
気
「
登
山
詳
細
図
」
シ
リ
ー
ズ

新
作
「
奥
多
摩
（
西
編
）」

8
0
0
円
で
お
分
け
し
ま
す

労
山
・
前
会
長
の
守
屋
益
男

さ
ん
と
息
子
の
二
郎
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
作
製
し
て
い
る
大

人
気
の
「
登
山
詳
細
図
」
シ
リ

ー
ズ
新
作
が
発
売
さ
れ
ま
し

た
。「
奥
多
摩
・
西
編
」
で
、
Ｂ

1
版
変
形
６
８
５
×
１
，
０
０

０
㎜
の
大
判
の
地
図
両
面
に
雲

取
山
・
川
苔
山
・
御
前
山
・
三

頭
山
な
ど
が
１
６
５
０
０
分
の

１
の
大
縮
尺
で
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
税
込
９
５
０
円
の

と
こ
ろ
、
労
山
会
員
の
皆

様
に
は
８
０
０
円
で
お
分

け
し
ま
す（
送
料
は
実
費
、

8
部
以
内
な
ら

円
）。

80

ご
注
文
は
全
国
連
盟
事
務

局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
。

御嶽山噴火の体験記も掲載

「登山時報」は面白いぞ
個人でも購読できます

外
部
か
ら
も
高
い
評
価

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
が
発

行
す
る
月
刊
機
関
誌
「
登
山
時

報
」
は
、
外
部
の
人
た
ち
や
、

ア
ジ
ア
山
岳
連
盟

各
国
の
登
山
者
か

ら
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
機
関

誌
で
す
。
美
し
く

迫
力
あ
る
写
真
の

表
紙
、
そ
し
て
内

容
も
多
彩
で
充
実

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
１２

月
号
で
は
御
嶽
山

の
噴
火
に
遭
遇
し

た
名
古
屋
と
京
都

の
労
山
会
員
の
生
々
し
い
体
験

記
を
掲
載
。
２
０
１
５
年
１
月

号
に
は
、
富
士
山
の
北
側
、
御

坂
山
塊
に
あ
る
落
差

ｍ
幅

１２０

４０

ｍ
の
知
ら
れ
ざ
る
氷
瀑
「
千
波

の
滝
」が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
「
地
図
読
み

迷
人
」
や
「
オ
ス
ス
メ
山
道
具
」

な
ど
の
連
載
記
事
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。

「
登
山
時
報
」

を
ぜ
ひ
ご
購
読

く
だ
さ
い
。
購

読
料
は
月
３
１

０
円
。
各
会
の

担
当
者
に
お
申

し
込
み
下
さ

い
。直

接
、
個
人

購
読
も
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合

は
年
間
購
読
料

４
，
５
６
０
円

（
送
料
込
み
）。
ご
自
宅
ま
で

個
別
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
全
国
連
盟
事
務
局

ま
で
。

見
て
分
か
り
や
す
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付

正
確
な
筋
ト
レ
で
効
果
ア
ッ
プ

会
員
特
価
で
お
分
け
し
ま
す

地理院地図初期画面
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労
山
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る

書
店
で
も
販
売
さ
れ
た

山
岳
総
合
雑
誌
「
山
と
仲
間
」

シ
リ
ー
ズ
第
3
回

山の歌は
みんなで歌う歌

ROUSANパートナーズ会員

中西さん夫妻と大合唱

「
山
の
歌
は
み
ん
な
で
歌
え

る
歌
だ
」
―
―
２
０
１
４
年
を

締
め
く
く
る
労
山
全
国
連
盟
の

「
望
年
会
」（

月
5
日
）
は
、

12

山
の
歌
の
大
合
唱
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
立
役

者
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
会
員（
労
山
個
人
会
員
）

で
あ
る
中
西
明
さ
ん
と
奥
さ
ん

の
た
み
子
さ
ん
の
お
二
人
で

す
。た

み
子
さ
ん
が
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
を
弾
き
、
テ
ノ
ー
ル
の
明

さ
ん
が
歌
を
リ
ー
ド
す
る
の

が
、
い
つ
も
の
二
人
の
ス
タ
イ

ル
。
二
人
と
も
団
塊
の
世
代
。

も
う

年
も
東
京
・
新
宿
に
あ

40

る
音
楽
喫
茶
「
と
も
し
び
」
を

中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

登
山
の
分
野
で
も
、
北
ア
ル

プ
ス
に
は
年
１
～
２
度
、
連
休

に
は
２
千
ｍ
級
の
山
に
行
き
、

明
さ
ん
は
「
山
小
屋
に
泊
ま
る

の
が
楽
し
い
」、
た
み
子
さ
ん

は
高
尾
山
に
よ
く
行
く
と
い
う

ご
夫
婦
で
す
。

山
小
屋
で
の
出
前
「
歌
声
」

も
、

年
前
か
ら
始
ま
り
ま
し

13

た
。
最
初
の
き
っ
か
け
は
「
岳

人
」
誌
2
0
0
1
年
6
月
号
に

特
集
さ
れ
た
「
よ
み
が
え
れ
！

山
の
歌
」
の
特
集
。
そ
れ
が
も

と
で
翌
年
3
月
に
丹
沢
・
見
晴

茶
屋
で
「
山
の
歌
を
楽
し
む
集

い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
高
橋
良
行
さ
ん
（
現
在
、

「
登
山
時
報
」
の
表
紙
写
真
を

連
載
中
）に
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
白
馬
山
頂
の
白
馬
山

荘
で
、
2
0
0
5
年
の
百
周
年

記
念
行
事
の
際
に
も
、
歌
声
イ

ベ
ン
ト
が
山
小
屋
で
催
さ
れ
、

数
名
の
メ
ン
バ
ー
で
出
か
け
ま

し
た
。
こ
れ
が
大
評
判
で
、
そ

れ
以
来
、
毎
年
８
月
の
「
山
の

歌
の
集
い
」
が
白
馬
山
荘
の
恒

例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

新
宿
の
歌
声
喫
茶
「
と
も
し

び
」
で
も
、
４
年
前
か
ら
山
の

歌
だ
け
の
催
し
が
年
２
回
、
不

定
期
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会

を
重
ね
る
ご
と
に
だ
ん
だ
ん
お

客
さ
ん
が
増
え
、「
山
の
歌
な

ら
中
西
さ
ん
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
年
配
の
お

客
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、
若

い
人
の
姿
も
あ
り
ま
す
。

中
西
さ
ん
に
、「
出
前
歌
声
」

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
か
と
聞
い
た
ら
、「
と
も
し

び
」
の
決
ま
り
で
、
１
人
５
万

円
、
奥
さ
ん
と
二
人
な
ら

万
10

円
（
交
通
費
別
）
の
出
演
料
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、「
ご
相

談
に
は
応
じ
ま
す
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
連
絡
先
は
新
宿
「
と

も
し
び
」
ま
で
。

（
前
号
に
引
き
続
き
、
労
山
の

歴
史
第
３
弾
で
す
）

☆

☆

☆

労
山
は
、
１
９
６
５
年
の
上

高
地
登
山
祭
典
を
機
に
大
き
く

発
展
し
ま
し
た
。
全
国
の
組
織

数
は
１
９
６
７
年
２
、
５
０
０

名

→
１
９
７
０
年
５
、
３
２

５
名

→
１
９
７
４
年
１
万
名

を
突
破
と
（
日
本
勤
労
者
山
岳

連
盟

年
略
年
表
に
よ
る
）、

30

３
～
4
年
ご
と
に
倍
増
し
続
け

て
い
ま
す
。

し
か
も
、
当
時
の
会
員
は
若

い
人
た
ち
中
心
で
、
労
山
の
４

つ
の
特
徴
の
一
つ
に
「
青
年
の

活
動
で
あ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
（
１
９
７

０
年
６
月
第
２
回
全
国
登
山
研

究
集
会
で
の
報
告
）

こ
う
し
た
な
か
で
、
１
９
７

２
年
の
第
９
回
全
国
総
会
で

は
、
新
た
に
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
を
創
設
し
て
い
く
こ
と
や
、

「

万
人
の
労
山
」
を
つ
く
る

50
と
い
う
意
欲
的
な
組
織
方
針
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
連

盟
費
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
ま
で

転
々
と
し
て
い
た
連
盟
事
務
所

を
東
京
・
新
宿
区
高
田
馬
場
の

登
山
用
品
店
「
カ
モ
シ
カ
」
地

下
に
開
設
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
労
山
の
活
動
を

全
国
に
伝
え
る
機
関
誌
発
行
に

力
が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
全
国

的
な
機
関
誌
と
し
て
は
１
９
６

９
年
５
月
に
「
労
山
全
国
連
盟

通
信
」
第
１
号
が
発
行
さ
れ
、

当
初
は
ガ
リ
版
刷
り
の
ペ
ー
ジ

を
製
本
し
た
も
の
で
し
た
が
、

７
０
年
４
月
の
第
４
号
か
ら
は

タ
イ
プ
印
刷
と
な
り
、
内
容
も

充
実
し
ま
し
た
。

●
意
欲
的
な
編
集

執
筆
者
も
多
彩

さ
ら
に
、
１
９
７
０
年
の
第

５
回
全
国
常
任
理
事
会
は
、
こ

の
「
全
国
通
信
」
を
発
展
さ
せ

て
、
単
な
る
内
部
機
関
誌
を
超

え
、
書
店
で
も
販
売
さ
れ
る
月

刊
山
岳
総
合
雑
誌
と
し
て
い
く

こ
と
を
決
定
。
表
題
も
第

号
12

（
１
９
７
０
年

月
発
行
）
か

12

ら
、「
山
と
仲
間
」
に
変
更
。
１

９
７
２
年

月
に
発
行
さ
れ
た

12

１
９
７
３
年
１
月
号
か
ら
は
、

活
版
印
刷
で
美
し
く
仕
上
げ
て

表
紙
も
カ
ラ
ー
化
、
一
般
書
店

へ
の
配
本
も
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
際
は
、
専
従
職
員
や
地
方

役
員
が
冊
子
を
背
負
っ
て
書
店

に
運
ぶ
な
ど
、
苦
労
し
た
よ
う

で
す
。

こ
れ
は
収
益
事
業
で
あ
る
た

め
、
そ
の
他
の
事
業
と
合
わ
せ

て
労
山
本
体
か
ら
切
り
離
し
た

「
㈱
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
」

を
設
立
。
編
集
・
販
売
を
委
託

し
ま
し
た
。

内
容
的
に
も
多
彩
な
外
部
執

筆
者
を
登
場
さ
せ
ま
し
た
。
瓜

生
卓
三
、
芳
野
満
彦
、
串
田
孫

一
、
安
川
茂
雄
な
ど
著
名
な
登

山
家
が
し
ば
し
ば
執
筆
し
、、

小
西
正
継
さ
ん
も
座
談
会
で
登

場
し
て
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
は
女
優
の
吉
永
小
百
合

さ
ん
、
東
京
都
知
事
の
美
濃
部

亮
吉
氏
な
ど
も
寄
稿
し
て
い
ま

す
。「

山
と
仲
間
」は
他
の
山
岳
雑

誌
と
並
ん
で
書
店
で
販
売
さ

れ
、
一
般
の
登
山
愛
好
者
の
目

に
触
れ
る
機
会
も
多
く
、
労
山

の
対
外
的
な
顔
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
購
読

部
数
も
1
9
7
2
年
に
は
5
千

部
に
た
っ
し
て
い
ま
す
。

●
資
金
難
に
悩
ま
さ
れ

し
か
し
、
資
金
的
な
バ
ッ
ク

が
弱
く
、
経
営
は
難
航
し
ま
し

た
。
労
山
会
員
の
購
読
率
を
各

会
の

％
に
引
き
上
げ
る
目
標

70

（
今
か
ら
考
え
れ
ば
非
常
に
高

い
目
標
だ
が
）
は
、
１
部
あ
た

り
の
価
格
（
当
初
2
0
0
円
、

の
ち
に
6
0
0
円
）
も
あ
っ
て

困
難
で
し
た
。「
山
岳
ス
ポ
ー

ツ
研
究
所
」
に
は
５
名
の
職
員

が
い
て
、
労
山
事
務
局
員
よ
り

ず
っ
と
低
い
賃
金
体
系
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
部
執
筆

者
へ
の
原
稿
料
支
払
い
さ
え
と

ど
こ
お
る
実
情
で
し
た
、
こ
の

た
め
、
同
研
究
所
は
「
山
と
仲

間
」
を
労
山
に
返
還
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
ど
う
す
る

か
、
並
行
し
て
発
生
し
て
い
た

「
兵
庫
文
書
」
問
題
と
あ
わ
せ

て
、
数
回
の
全
国
会
議
で
大
論

議
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
に
つ
い
て
は
、
一
時
、

「
㈱
水
曜
社
」
に
委
託
し
た
も

の
の
長
続
き
せ
ず
、「
山
と
仲

間
」
は
つ
い
に
１
９
８
６
年
３

月
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
後
を
う
け
て
、
全
国
的

機
関
誌
と
し
て
の
役
割
を
託
さ

れ
た
の
が
、
現
在
も
発
行
さ
れ

続
け
て
い
る
「
登
山
時
報
」
で

す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

「山と仲間」の歩み
●1969.5「労山全国連盟通信」として
第１号発行 ガリ版刷り 横書き
●1970.4第４号よりタイプ印刷に
●1970.5第5号より38ページに
●1970.6第６号「全国通信」に改題
●1970年第5回全国常任理事会 「全
国通信」を改題し、月刊山岳総合雑
誌とすることを決定
●1970.11第12号から「山と仲間」に
改題 一部100円
●1971.3組織内機関誌として「労山通
信」を別に創刊
●1971.34月号よりオフセット印刷化
で、表紙に絵、本文にも写真が掲載
されるようになる
●1972.12「山と仲間」1月号より活版
印刷化、表紙はカラーに 96ページ
一般書店にも配本 一部200円
●1973.12「㈱勤労者山岳スポーツ研
究所」設立 「山と仲間」編集業務を
同研究所に移管
●1975年１月号から、横書きを縦書
きに改める 一部400円に
●1981年8月号から一部600円に
●1983年4月第5回全国代表者会議で
「山と仲間」の編集が「山岳スポーツ
研究所」より返還され、販売を㈱水
曜社に委託
●1986年2月第17回全国総会で「山と
仲間」休刊を承認
1986年3月号をもって休刊

労山事務所に「ともしび」がやってきた
来賓も交えて大合唱（望年会で）

明さんが歌をリードし、たみ子さんが伴奏する

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
新

会
員
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
旧
カ
ー
ド
（
下
）

の
期
限
が
昨
年（
２
０
１
４
年
）

末
で
切
れ
た
こ
と
に
伴
う
も

の
。
新
カ
ー
ド
（
上
）
は
、
白

い
山
々
や
登
山
す
る
ク
ラ
イ

マ
ー
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
労
山

事
務
局
員
の
手
に
よ
っ
て
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
、
美
し
く
仕
上

が
り
ま
し
た
。

新
た
な
有
効
期
限
は
６
年

後
の
２
０
２
０
年

月
末
で

１２

す
。
こ
の
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
山
優

待
施
設
の
山
小
屋
や
登
山
用

品
店
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム

な
ど
で
割
引
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
だ
新
カ
ー
ド
の
発
行
を

受
け
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、

早
急
に
全
国
事
務
局
に
会
単

位
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

労山会員証
新カード
発行される

だから
楽しい

1973年1月号96ページ 1983年7月号132ページ

「
山
と
仲
間
」
に
、
女
優
・
吉
永
小
百
合
も
2
回
寄
稿
し
て
い
る
（
１
９

７
３
／
１

、
5
月
号
）。
左
は
1
月
号
。
イ
ラ
ス
ト
も
本
人
の
も
の
。

仲
間
5
人
で
、
小
雪
降
る
な
か
東
京
・
三
頭
山
に
行
っ
た
こ
と
が
題
材
だ
。


